
各種の直交関数展開にかかわる調和解析

著者 勘甚 裕一
著者別表示 Kanjin Yuichi
雑誌名 平成14(2002)年度 科学研究費補助金 基盤研究(C) 

研究成果報告書
巻 2001-2002
ページ 5p.
発行年 2003-04-01
URL http://doi.org/10.24517/00034803

Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja



Z‘

鋪鐙数羅溌に:かか毒動患謝釦斬各種の直 謹解椴，

昨一．諜顯番号鮒桝賊騨》↓,$

平成蝋年度へ“平成灘年愛

科学研究費補助金《墓溌研究織鍵）費補助金蟻溌研究絢鍵)》

研究成果報砦書

平成え忘年雲月

研究代表者勘甚繕一

（金沢大学エ学議教鍔■

惠倒自熊ｂ
ｌ
Ｉ
０
１
ｒ
‐
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｄ
４
■
８
１
４
■
０
Ⅱ
１
４
０
９

’ ］令I］n－n59

一旬←－－｡●一二七一－－－－－＝'一一ー｡一■r一等I■－－－今今一③アーーーL一-一一一---可－－－■■一一一

１
１
１



平成13年度～平成14年度

科学研究費補助金（基盤研究(c)(2))
研究成果報告書

各種の直交関数展開にかかわる調和解析
（課題番号13640160)

はしがき

本報告書は，平成13年度及び平成14年度科学研究費補助金によって，

｢各種の直交関数展開にかかわる調和解析」のテーマで研究代表者と各分

担者が，おのおのの専門分野から研究を行った成果をまとめたものであ

る．得られた研究成果の概要は次の通りである．

研究代表者勘甚は，解析関数の作る古典的なハーディー空間に対して

成り立つ，いわゆるペーリーの不等式を，ヤコピ多項式の作る直交系に

対して証明した．証明の鍵は，近時調和解析において得られた，実ハー

デイー空間の双対空間がBMO空間となると言う定理である．この定理

によって，これまで複素解析的手法によって証明されていた定理が実解

析的手法で解析出来るようになった．我々は，この考えを直交関数系の

調和解析に有効と見て取り前述の定理を得た．上述の双対定理は，言い

換えると実ハーデイー空間のアトム分解である．このアトム分解を使っ

て，古典的なハーディー空間に対して成り立つもうひとつの不等式，ハー

デイーの不等式をヤコピ多項式の作る直交関数系へと一般化した．更に

代表者は，チェザロ作用素，一般にハウスドルフ作用素を研究した．そ

して，ある種の条件の下でハウスFルフ作用素が，1より小さい指数を

持つ実ハーデイー空間上で，有界な作用素となることを示した．

また，研究分担者は各々の立場から以下の成果を得た．土谷は拡散過

程のデイリクレ形式の収束性を,基礎となる測度を固定せずに論じた.一

瀬は，作用素ノルムでの自己共役トロッター・加藤積公式に関して，以

前に得ていた結果に，更に新しい結果を加えた.また，極座標表示のデイ

ラック方程式の基本解を構成し経路積分の問題を考察した.佐藤は，積分

核に単位球面上でLlogL条件を仮定すると，これにより定義されるマル

チンキーピイッツ関数がweak(1,1)評価を満足することを示した．藤解
は，特殊ワイエルシュトラス・ピー関数に係数を持つリッカチ微分方程

式を研究し，その解が有理型である事を示した．

以上述べたように，本研究テーマの下で多くの成果が得られた．これ

らは，学会，研究集会等で発表され，学術雑誌等において出版された．こ

れらの多大な成果を得ることが出来た科学研究費補助金に感謝致します．
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